


















  現代中国語における 






















 本論文は、全 8章から構成される。 
 第 1章「はじめに」では、本研究の目的を明らかにした上で、論文全体の構成を示す。
また、論文で使用する例文の出典についても明記する。 





学における modality と mood、中国語学における“语气”と“情态”について概観した上
で、用語の定義を行う。 

























































































    本研究把含有“是”的结构统称为“是”字构式，对其语义与功能进行了探讨。前人的
研究多关注于“是”的语法定位及语义功能，而本文以构式语法为框架，重新讨论了“是”
的问题，并揭示各个“是”字构式的语义和功能，从而找出“是”的核心功能。 
  本研究由八章构成，各章主要内容如下： 
    第一章“绪论”主要介绍研究目的、论文结构以及语料来源。 
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C is a CONSTRUCTION iffdef C is a form-meaning pair < Fi, Si > such that some aspect of Fi 
or some aspect of Si is not strictly predictable from C’s component part or from other 
previously established constructions.                            (Goldberg 1995：4) 
[C が形式と意味のペア<Fi，Si>であるときに，Fi のある側面あるいは Si のある側面
が，C の構造部分から，または既存の確立した構文から厳密には予測できない場合，



















[私は知らなかったのだ。]                      (作例) 
(3)这件衣服好看是好看，但是有点贵。 




[あなたは知っているんじゃないの？]                 (作例) 
(5)你知道，是不是？ 



























(8)如弃德不让，是废先君之举也      
[徳ある人を棄ててこれに位を譲らぬとなれば、折角の先君の志を無にすることに















 本研究は、全 8章から構成される。 
 第 1章「はじめに」では、本研究の目的を明らかにした上で、論文全体の構成を示す。
また、論文で使用する例文の出典についても明記する。 
 第 2章「先行研究概観」では、本研究と関連する先行研究について概観する。第 1 節で

























































    ・北京大学现代汉语语料库(CCL) 
      http://ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpus/index.jsp?dir=xiandai 
  ・北京语言大学汉语语料库(BCC) 


































































は判断語5と言える。]                    (王力 19856：115) 













[彼はこの世の人、私達はあの世の人達だ。] (《红楼梦》第 16回;王力 1985:118) 
(11)程子兴的美人是绝技7。 
[程子興は美人を描くのが得意だ。]    (《红楼梦》第 42回;王力 1985:118) 
(12)众位姑娘都不是结实的身子。 
[娘たちは皆、体が弱い。]        (《红楼梦》第 51回;王力 1985:118) 
(13)不知他们是什么法子？ 














                                                                                                                                                     





















ラ verb to be とは異なる性質のものであることを強調している。 
 
    汉语有系词，但这系词却不是 verb to be。黎锦熙先生以为“是”字是“同动词”，
可以说是受了西洋 verb to be 的影响。实则汉语的系词即使有用具有动词功能的词的来源
的词，也并不是 verb to be，而“是”则是千真万确的指示词，就是用在系词的地方，也
绝不能说它是一种具有动词功能的词或“同动词”。现代西洋语言大都只有一个 verb to be
可以当作系词用的，因此一般人往往把系词和 verb to be 混为一个东西。其实，在汉语里，
可以当作系词用的很多，然而却没有 verb to be。 
[中国語にコピュラは存在するが、このコピュラは verb to be ではない。黎錦熙先生は
“是”は「同動詞」であると考えたが、西洋の verb to be の影響を受けていると言える。
実際、中国語のコピュラに、たとえ動詞機能を持つ語に由来する語があるとしても、
それは verb to be ではない。“是”は正真正銘の指示詞であって、たとえコピュラの位
置に使われても、それを動詞機能を持つ語、もしくは「同動詞」と言うことはできな
い。現代の西洋言語では、多くの場合、一つの verb to be のみがコピュラとして使われ
                                                   




るため、一般的によくコピュラと verb to be は混用される。実は、中国語においてコピ



















ちが悪い)を説明することである。]              (高名凯 1986：446) 
 






































































































                                                   



























































































[彼はこのことを知っているんじゃないだろうか？]         (作例) 





  是张三明天到纽约去。[張三が明日ニューヨークへ行く。] 
  张三是明天到纽约去。[張三は明日ニューヨークへ行く。] 








































[私はりんごが欲しい。]                      (作例) 
“要＋VP” 
(19)我要吃苹果。 



























 【表 1】 文を構成する対立概念 
研究者 命題 モダリティ 
時枝(1950) 詞 辞 
渡辺(1953) 叙述 陳述 
芳賀(1962)15 客体的表現(dictum) 主体的表現(modus) 
三上(1972) コト ムウド 





















































































       【図 1】 仁田(1989)における日本語の文の構造 
 
           言表事態       言表態度 
 





















おきたい。                         (益岡 1991:30) 
 

















































を担っているのかの表し分けに関わる文法表現である。     (仁田 1991:18-19) 
 
   【図 2】 仁田(1991)における文の三層構造観 
  ねえ、 たぶん、  雨が降る       だろう  ね 
















【図 3】 庵(2001)における文の構造 
 
















 【表 2】 日本語におけるモダリティ分類 












森山他(2000) 命題めあてのモダリティ 発話・伝達のモダリティ 
益岡(2000) 対命題態度のモダリティ 表現・伝達態度のモダリティ 
庵(2001) 対事的モダリティ 対人的モダリティ 
 
2．2．2 modality と mood について 
 
 次に、英語学における modality 研究を紹介し、代表的な modality 分類を示す。また mood
との関係も併せて論述する。 
 
2．2．2．1 modality とは 
 まず、英語学において modality がどのように定義されているのかを見てみたい。ここで
は、Palmer(2001)、澤田(2006)の定義を紹介する。 
 モダリティ研究の代表的著書である Palmer(2001)は、“Modality is concern with the status 
















2．2．2．2 mood とは 
 また英語学においては、モダリティの概念と併せて「ムード」について言及されること
も多い。そこで、モダリティとムードの違いを指摘した研究も多い。 
 Lyons(1977)は、ムードについて“mood is a grammatical category that is to be found in some, 





As used here, mood refers to a formally grammaticalized category of the verb which has 
a modal function.……(中略)……Modality, on the other hand, is the semantic domain 
pertaining to elements of meaning that languages express. 
[ここで用いられるように、ムードはモーダルな機能を持つ動詞の形式的な文法
カテゴリーである。……(中略)……一方で、モダリティとは、言語の表す意味成















 ここでは Propositional modality(命題的モダリティ)と Event modality(事象的モダリティ)




  【表 3】 Palmer(2001)のモダリティ分類 
  Propositional modality(命題的モダリティ) 
     Epistemic(認識的) 
        Speculative(推測的) 
        Deductive(推理的) 
        Assumptive(想定的) 
     Evidential(証拠的) 
        Reported(報告的) 
        Sensory(感覚的) 
  Event modality(事象的モダリティ) 
     Deontic(束縛的) 
        Permissive(許可的) 
        Obligative(義務的) 








        Commissive(確約的) 
     Dynamic(力動的) 
        Abilitive(能力的) 
        Volitive(意思的) 
 
 Palmer(2001)はモダリティを Propositional modality と Event modality に大別している。そ
れに対して、澤田(2006)は、実はそれぞれ root modality と epistemic modality に相当するも
のであると指摘している20。 
Coates(1995)は、epistemic modality と root modality を、それぞれ以下のように定義して
いる。 
 
Epistemic modality is concerned with the speaker’s assumptions or assessment of 
possibilities, and in most cases it indicates the speaker’s confidence or lack of confidence 
in the truth of the proposition expressed.Root modality encompasses meanings such as 
permission and obligation,and also possibility and necessity. 
[認識的モダリティは話し手の可能性の仮説や評価と関係があり、多くの場合、
話し手の命題の真理における確信、もしくは確信の欠如を表す。根源的モダリテ

































































  【図 4】 吕叔湘(1990)における“语气”体系 
 
                 ・語意 
 
        広義の語気    ・狭義の語気 
 
                 ・語勢 
                       (吕叔湘 1990:258の図を簡略化した) 
 


































的認識に基づいて、[もの事]に対する主観的感情を表す。]    (鲁川 2003:323) 
 




 鲁川(2003)は mood と modality に対して、それぞれ“语气”、“情态”の用語を使用して
いる。鲁川(2003)は対象が「人」なのか、それとも「事」なのかによって“语气”と“情
态”を区別しているが、それは「対人的モダリティ」と「対事的モダリティ」の違いであ
って、mood と modality の違いではないと思われる。 
 沈力(2003)は“语态”、“语气”の用語を使用し、それぞれを以下のように定義した。 
 




                               (沈力 2003:348) 
 
沈力(2003)は mood、modality に当たるものとして、“语态”、“语气”を使用している。 




















   【表 4】 mood と modality の中国語訳 
研究者 mood modality 
鲁川(2003) 语气 情态 
崔希亮(2003) 态 情态 
沈力(2003) 语态 语气 















の範疇と見なし、“語気”を mood と modality に対応させたのである。] 






































(20)a 《阿 Q 正传》的作者是鲁迅 
 [『阿 Q正伝』の作者は魯迅だ] 
(20)b 鲁迅是《阿 Q 正传》的作者 
 [魯迅は『阿 Q正伝』の作者だ] 
(21)a 他最佩服的是你 
 [彼が最も敬服しているのはあなただ] 
        (21)b 你是他最佩服的 












































                                                   
























[木の上にパンダがいる。]                   (木村 2011) 
＊LOC＋有＋定 NP 
(36)＊树上有陵陵。 





                                                   






























 [木の上にパンダがいる。]             (木村 2011：(35)と同例) 
(39)b 树上是一只熊猫。 
 [木の上はパンダである。] 





























 [本は机の上にある物の一種]               (金立鑫 1995) 









 [本は机の上にある唯一のもの]              (金立鑫 1995) 
 
























                                                   
31 岡本(1995)では、前文において存在の場所を A、存在の主体を B とするとの記述があるため、






[宿題は誤字だらけだ。]                   (金立鑫 1995) 
(42)满嘴都是脏话。 





















味を含んでいるが、“有”の意味だけではない。]        (丁声树等 1961:86) 
 
 Yuan Ren Chao(1968)においても、同様の指摘がなされている。 
 
Existence is expressed by sh, usually with a place or time word as subject,…(中略)…




Existence can be more explicitly expressed by 有 yeou‘there is’, but the force of sh is ‘there 
is something and that something is (there is)．．．’. 
[存在は“是”によって表される。ふつうは主語に場所もしくは時間を表す語を用いる。
…(中略)…存在は“有”によってより明確に表される。しかし、“是”の効力は「何か

























                                                   








































   【図 5】 “LOC＋有＋X”と“LOC＋是＋X”のスキーマ 
        ＜所有＞              ＜同等＞ 


































































































 [王さんちに丸々した赤ちゃんが生まれた。]          (古川 1997) 
(45)b ＊老王家里生了胖小子。                     (古川 1997) 
〈消失〉 
(46)a 这天，我们村死了一个老太太。 
 [この日私達の村でおばあさんが亡くなった。]           (古川 1997) 















 まず、“LOC＋有＋X”構文における X は、裸名詞のこともあれば、数量詞をともなうこ
ともある。 
 
  “LOC＋有＋裸名詞” 
(47)“坐吧！桌上有烟。”他打着招呼。 
[「座ってよ！机の上に煙草があるよ。」彼は声をかけた。]        (CCL) 
 







があるのだろう？]                        (CCL) 
(49)他的桌上有三封信，一个纸包。 
[彼の机の上に３通の手紙と１つの小包がある。]           (CCL) 
 














る。低い声で話しながら、目線を入口のほうへ向けた。]        (BCC) 
 




























3．4．2．1 X が後続文の「話題」となる場合 
 これまで“是(一)个 NP”と“是 NP”の違いについて論じた研究は少なくない。しかし、
先行研究が対象とするのは“他是学生”(彼は学生だ)のような判断文としての“是”構文
であることに注意されたい。 
 テクストにおける“是一个 NP”と“是 NP”の違いについて、まず Hopper&Tompson(1984)
は“她/他是干部”(彼女/彼は幹部だ)の例を挙げ、以下のように言及している。 
 
The above might be said as a simple answer to the question ‘What is s/he?’. However, the 
classifier is used if the predicate nominal is continued in the discourse: 
[上の例は「彼女/彼の仕事は？」に対する単純な答えとして用いられる。しかし、デ
ィスコースにおいて叙述名詞句に関して続く場合は、数量詞が使用される。] 









































                              (唐翠菊 2005:37) 
 















                             (BCC：(43)a と同例) 

























































   (54)a 窓の外      →    エンジュの木     → エンジュの木の様子 



























                                 (BCC) 
 





3．4．2．2 X が他のものと「対比」される場合 




















































(63)b ＊祥子是较比有自由的洋车夫            (张伯江、李珍明 2002) 
(64)a 自己只是一个傻大黑粗的废物 
 [自分はただ体がでかいだけの役立たずのくずだ。] 




































“满 LOC＋是＋X”(LOC 全体が X である) 
(65)a “爸爸，你领我去看桔子林吧，桔子熟了，满树上是金黄的桔子。” 
[「お父さん、私をみかん畑に連れて行ってよ。みかんは熟して、木いっぱいに
黄金のみかんがなっているよ。」]                       (CCL) 
(65)b ＊“爸爸，你领我去看桔子林吧，桔子熟了，满树上有金黄的桔子。” 
 
  “LOC＋都是＋X”(LOC はすべて X である) 
(66)a 上火车人山人海，挤成一团，货架子上都是人。 
[列車に乗ると黒山のような人だかりで、ごった返している。荷台の上は人だら
けだ。]                              (CCL) 
(66)b ＊上火车人山人海，挤成一团，货架子上都有人40。 
 
“满 LOC＋都是＋X”、“满 LOC＋全是＋X”(LOC 全体がすべて X である) 
(67)a 可是一闭上眼睛，满脑子都是你，全是咱们这三年里的点点滴滴。 






とやこんなことばかり。]           (テレビドラマ《北京青年》) 
(67)b ＊可是一闭上眼睛，满脑子都有你，全有咱们这三年里的点点滴滴。 
 
  “LOC＋净是＋X”(LOC は X ばかりである) 
(68)a 看孩子这小头发黄的，头上净是疙瘩，不是缺钙是什么？…… 
[子供を見ると、髪の毛は黄色くなって、頭の上はできものばかり。カルシウム
不足でなかったら、何だっていうの？……]               (CCL) 
(68)b ＊看孩子这小头发黄的，头上净有疙瘩，不是缺钙是什么？…… 
 
  “LOC＋是＋清一色的 X”(LOC は一様に X である) 
(69)a ３０年代，电视机工业的初期，世界上是清一色的黑白电视。 










    【図 7】 “满树上是金黄的桔子”の捉え方 
 















  “LOC＋有＋很多 X”(LOC にたくさんの X がある) 
(70)a 当地警方说,一枚迫击炮弹当晚 9时 10分左右击中广场,当时广场上有很多人。 
[警察によると、迫撃爆弾はその晩の 9 時 10 分頃広場に撃ち込まれた。その当
時、広場には多くの人がいた。]                   (CCL) 

















しの日用品だけだ。部屋を換えても関係ない。]              (CCL) 








 (71)a における“是”は“有”に置き換えることができる。しかしながら、(72)a におけ
る“有”は“是”に置き換えることができない。 
 
  “LOC＋只有＋X”(LOC に X しかない) 
(72)a 我记得村里的一位 77岁的老人，临死前要吃碗水饺，可家里只有地瓜和煎饼。 
[村に 77歳のお年寄りがいて、死に臨み、１杯の水餃子が食べたいと言ったが、
家にはさつまいもとジエンビンしかなかった。]             (CCL) 
























たら山、歩いても山、家の前も山、家のうらもやはり山であった。]  (CCL) 
 

















































































































3．7 第 3 章のまとめ 
 
































 第 1 節では、まず“是＋NP”構文と“是＋VP”構文における“是”の違いを明らかに
する。第 2 節では、“是＋VP”構文が各文脈の中で表すモーダルな意味について、言語事



































































































  (81)a 这你说得对，我是应该把精力多放在饭馆上，我坚决执行，这也不耽误关心麦粒。 
    (81)b 这你说得对，我确实应该把精力多放在饭馆上，我坚决执行，这也不耽误关心麦粒。 
    (81)c 这你说得对，我的确应该把精力多放在饭馆上，我坚决执行，这也不耽误关心麦粒。 
 
(82)a 是过分，但是他连续出卖咱们公司情报两次，你不觉得他更过分吗？ 












                                                   



























































                          (刘月华等 2001:686) 
(88)这个东西我有是有，可是忘了放在什么地方了。 
[これはあるにはあるんだけど、どこに置いたか忘れてしまった。] 





































 ここまで取り上げた(84)～(88)を見ると、“VP1＋是＋VP2”における VP1と VP2 はほぼ
同形式をとり、VP1 が肯定ならば VP2 も当然、肯定となるように思われる。しかし、実際






























  【表 6】 “主題(topic)＋主語(subject)＋是＋VP”構文 
 主題 主語 述語 
(84) 这方法 好 是 好 
この方法はよいかどうかと言われればよい 
(85) (人身上的血) 淡 是 淡了 
体の血は薄くなるかどうかと言われれば薄くなる 
(86) 这张画 好 是 好 
この絵はよいかどうかと言われればよい 





＋是＋VP2”の主語は VP であるという違いはあるものの、両者の構造は一致している43。 
 
                NP＋是＋VP，但是…… 










占領されても、私はいないんだよ。」]               (CCL) 
(91)a 梁秉俊斗胆说：“明白还多少明白一点，可这和我女儿的病，有什么关系呢？” 
                                                   




どんな関係があるんだ？」と言った。]         (毕淑敏《血玲珑》) 
 






















































































                         (高晓声《陈奂生上城》) 
(97)杨丹：小白没来啊？ 
[小白は来てないの？] 
































                                                   
45 张和友・邓思颖(2010)のいう“事件性名词”(事件性名詞)も事件を表している。以下の例に
おける“那场大火”(あの大火事)が事件性名詞にあたる。 





























































































































































ていうんだ。」]                      (余华《活着》) 
 













































                    (テレビドラマ《北京青年》) 
  “我看…是＋VP” 
(110)a 早早思忖着说：“我看哪，我妈妈是住在一所医院里。” 
[早早は考えながら言った。「私が考えるに、お母さんはある病院に入院してい
るんだと思うわ。」]                   (毕淑敏《血玲珑》) 
(111)a 李梅：我看你是存心借着别人的嘴说出你平常不好意思指责我的话吧。 
[あなたはわざと他の人の口を借りて、日ごろ言い難い私への叱責の言
















                                                   
























































P，(而)是 Q”、“是 P，还是 Q”について分析を行うこととする。 
 
4．3．1 “不是 P，(而)是 Q” 
 


















ゃなくて、お腹が空いたのよ」と言った。]        (毕淑敏《血玲珑》) 
 






さず話した。]                     (毕淑敏《血玲珑》) 
 
















として“不是 P，是 Q”を使用しているのである。 
 
4．3．2 “是 P，还是 Q” 
 
















せわしく行き交う中、細かく熟考できない含意があまりにも多すぎる。]               
                           (毕淑敏《血玲珑》) 
 







園へ行くのですか？]               (《实用现代汉语语法》) 
 




  “是＋NP1，还是＋NP2” 
(121)a 你是日本人，还是中国人？ 
[あなたは日本人ですか？それとも中国人ですか？]          (作例) 
(121)b ？你日本人，还是中国人？ 
[あなたは日本人ですか？それとも中国人ですか？]          (作例) 
  “是＋VP1，还是＋VP2” 
(122)a 你是明天去，还是后天去？ 
[あなたは明日行くのですか？それとも明後日行くのですか？]     (作例) 
(122)b 你明天去，还是后天去？ 










                                                   






















In SEMANTICS, a term used in the study of EPISTEMIC MODALITY: in a realis 
(‘real’) assertion, a proposition is strongly asserted to be true, the speaker being ready to 
back up the assertion with evidence or argument. It is opposed to an irrealis (irr) 
(‘unreal’) assertion, where the proposition is weakly asserted to be true, but the speaker is 

















 【図 8】 中国語における「現実モダリティ」と「非現実モダリティ」 
 
  ＜現実モダリティ＞                ＜非現実モダリティ＞ 
      “是”                                         “要”“会” 

















                           (毕淑敏《血玲珑》) 
 





































































[気が乗らないわ。]         (テレビドラマ《结婚前规则》) 
 
これらの疑問形式のうち、“是＋VP＋吗？”構文、“是＋VP1，还是＋VP2？”構文につ














[あなたは学生ですか。]                                           (作例) 
(131)你是不是看上我们家闺女了?  






































                                                   









[あなたが明日駅へ行って切符を買うのですか？]       (吕叔湘 1985) 
(133)你是不是明天到车站去买票？ 
[あなたは明日駅へ行って切符を買うのですか？]       (吕叔湘 1985) 
(134)你明天是不是到车站去买票？ 
[あなたは明日駅へ行って切符を買うのですか？]       (吕叔湘 1985) 
(135)你明天到车站去是不是买票？ 
[あなたが明日駅へ行くのは、切符を買うためですか？]    (吕叔湘 1985) 
 












































  「文中型」“是不是＋VP”構文 
(131)a 你是不是看上我们家闺女了?  
(131)b 是不是你看上我们家闺女了? 
 

























































 【図 9】 文中型“是不是＋VP”の構造 
 











 【図 10】 文末型“VP＋是不是”の構造 
 














































るのよ？」「別れたわ。彼が私をふったのよ。」]         (六六《蜗居》) 
(141)“她是不是每天回来得都比较晚？”“是啊！课都是晚上的。” 
[「彼女は毎日帰ってくるのが遅いんじゃない？」「そうなんだよ！授業は全部夜
なんだ。」]                         (六六《蜗居》) 
 
  問：“是不是”[已然]――答：“不是” 
(142)丁香：这么急找我什么事啊？是不是任知了又出什么事情了？ 
   [こんなに急いでどうしたの？任知了がまた何かしたんじゃないの？] 
     霖霖：不是。 











  問：“是不是”[已然]――答：“V 了” 
(144)外面的声音：是不是刚才我的弟弟来了？ 
            [さっき弟が来なかったか？] 
      四凤：嗯！……他……他……他来了！ 
             [うん！……彼……彼……彼が来たわ！]          (曹禺《雷雨》) 
 






















       [どういう意味よ？このダイヤモンドの写真で、私に求婚しようってい










   ［お父さん、私急いで仕事に行かなくちゃいけないから、先に行くわね。］                               














      [兄貴にもハグしたらどうだ？] 
叶坦：好啊。何东哥，欢迎光临！ 
     [いいわよ。何東兄さん、ようこそいらっしゃい！] 
































[この文章を先に読んでください――分かりました]       (陶炼 1998) 
(154)是不是现在就开始――不行 















    [ちょっと来てもうことはできますか？] 
 B：可以/不可以。 




























































     [そうだね。いまもう誰かにアプローチされてるんじゃないの？] 
   麦秋：(頷く) 
   向远：真的。 
        [本当に。] 
   麦秋：对。 




  任大伟：不是，你跟我挤咕什么眼睛啊，有什么事你说呗。 
         [いや、俺に何を目配せしてるんだ。何かあるなら言えよ。] 



















   [俺が何だっていうんだ。母さん達は俺が恥さらしだって思っているんだ
ろう？] 
母親：妈不是这个意思。 
           [そういうわけじゃないわ。] 
息子：你就是这个意思。 




       [違うわ。] 
父親：我看就是。 







































































い……]                       (毕淑敏《血玲珑》) 
 























      [腰どうしたんだ？見たところひどそうだけど。] 
麦秋：不知道是不是前段时间累着了，没事。 















[彼女は一体、あなたの妹なのか？]               (陶炼 1998) 
(167)这究竟是不是你送的 
[これは一体、あなたが送ったのか]               (陶炼 1998) 
(168)＊你到底是不是动过了                    (陶炼 1998) 
































      [こんにちは。] 
向远：你好。 
     [こんにちは。] 
豆子：不是，怎么还你好你好的这么假客气呀，你们到底是不是搞对象呢？ 
     [いや、なにを今さら「こんにちは」とか言い合って遠慮してるんだよ、




































75％ ＜ “吧”字是非问的信度 ＜ 100％ 





































  【図 11】 “你的终极目标，是不是就为了发财吧”における“糅合” 
          你的终极目标，是不是 就为了发财 
         ＋你的终极目标，    就为了发财 吧 
          你的终极目标，是不是 就为了发财 吧 
 
 また(173)の場合も同様に、“你是不是不愿意帮我报仇”と“你不愿意帮我报仇吧”の２




  看不出/想不到你还这么残忍 → 看不到你还这么残忍 
  更不吃你的一套/不买你的账了→ 更不吃你的账了 





  【図 12】 “你是不是不愿意帮我报仇吧”における“糅合” 
          你 是不是 不愿意帮我报仇 
         ＋你     不愿意帮我报仇 吧 












なったら自分で片付けなきゃならないだろう？]                      

































              (テレビドラマ《结婚前规则》) 









のか？]                 (テレビドラマ《北京青年》) 
                                                   




























んてことはするなよ、早く来い。]   (テレビドラマ《结婚前规则》) 
 
 文末型“VP＋是不是”に対して答える場合は、“是/不是”もしくは“对/不对”が使用





























                  (テレビドラマ《结婚前规则》) 
(184)你们骗谁呀你们，你们把爸怎么了？不说实话是不是，那我马上去派出所。 
[そんなんで騙されると思っているの。お父さんはどうしたの？本当のことを言






























 (185) [ [非得～就…] 是不是 ] 









































































































































































































(200)这不是 NP 老板应该做的吗 
[これは社長として当然のことじゃないか] 
 
 両者を比較すると、“不是 VP 吗”における“是”は動詞として機能していないのに対し
て、“不是 NP 吗”における“是”は NP を目的語にとる動詞と見なせる点で異なるが、
VP と NP の違いは構文としての意味、機能に影響しないため、先行研究と同様に、両形
式を区別しないこととする69。そこで本章では、“不是……吗”が命題(proposition)を包む
構造に着目し、“不是 P 吗”と表記する。 
 また、ここまで文末助詞をすべて“吗”で表記してきたが、実際には他の文末助詞“么”、
“嘛”を使用することも多く、“不是 P 么”、“不是 P 嘛”を形成する。 
 
(201)昨天不是老爷的生日么？ 
[昨日は旦那様のお誕生日だっただろう？]          (曹禺《雷雨》) 
(202)我不是就是想那个找个理由跟你聊聊天嘛。 
[僕はただ理由を見つけてあなたと話したかっただけじゃないか。]  
                       (テレビドラマ《北京青年》) 
 
 さらに“是”や文末助詞“吗/么/嘛”が発音されず、“不 P 吗/么/嘛”、“不是 P”を形
成することもある。 
                                                   














































りして言えば、P が聞き手にとって未知情報である場合でも“不是 P 吗”を用いることは
あるのであって、本研究は“不是 P 吗”の使用と聞き手の情報認識状況(既知―未知)の間
に必然的関係性はないとの立場をとる。 























   【表 7】 木村・森山(1997)における中国語文末形式の分類 
話し手 





不 確 定 
 







非 依 存 無標平叙文 有標選定疑問文 (～ne) 
           
 木村・森山(1997)は「話し手の情報に対する確定/不確定」、「聞き手情報への依存/非依
存」の観点から文末形式を分類したものであるが、この枠組みは本章の研究対象である“不





是 P 吗”を使用し、確定情報 P を敢えて一度否定した上で聞き手に疑問形式で投げかける
ことで、聞き手情報に依存してみせるが、P は話し手にとって確定情報であるため、“不是
P 吗”は疑似的疑問文に過ぎない。実際には“不是 P 吗”を使用することで、聞き手に間

















解を持つ。P が未知情報である“不是 P 吗”については、以下の例を見られたい。 
 





                     (テレビドラマ《北京青年》) 
[文脈] 葛文倩は駐車場で曾部長が新車に乗っているのを見かけた。 
(206)葛文倩：曾经理，换新车了。 
    [曾部長、車替えたんですね。] 
曾经理：这不是赶上促销了吗，买车送保养，我一狠心，就把车给买了。 
[ちょうどセールでね、車を買ったらメンテナンスもついてくるって言













                                                   
76 P が聞き手にとって未知情報である場合は、日本語に訳す際、「～ジャナイ(カ)」と訳せな




 まず〈認識要求〉としての“不是 P 吗”が持つ語用的機能として＜想起＞が挙げられる。
話し手77は、聞き手が共有情報である P を忘れていると判断した場合、“不是 P 吗”によっ





















ていると判断し、“不是 P 吗”によって P を再認識するよう要求することで、秘書に P を
想起させている。また(208)では、卜綉文(聞き手)が「一体どうしたの？」と聞いたため、
早早(話し手)は卜綉文が P――朝起きた時、少しめまいがすると言ったこと――を忘れて
                                                   
77 “不是 P 吗”を発信する側を「話し手」、“不是 P 吗”を受信する側を「聞き手」とする。 





いると判断し、“不是 P吗”によって Pを再認識するよう要求することで想起させる。 
 
6．3．2．2 「疑念」を表す場合 
 次に、話し手は聞き手の発話と共通認識 P の間に矛盾を感じた時、“不是 P 吗”によっ








   [昨日行くって決めたじゃないか。] 
江楚儿：没心情。 


































































[この服がいいとは言ったけど、もう一着もらってこいとは言ってないぞ。]               
                    (テレビドラマ《结婚前规则》) 
 
 (213)では、父親(聞き手)が自分のことを棚に上げて、息子(話し手)の行動を非難したた




て、また服をもらってきたことを非難したため、妻は“不是 P 吗”を用いて夫に P――あ
なたもこの服がよいと褒めた――を認識するよう要求することで反駁している。このよう


















[仕事が忙しかったんだよ。]       (テレビドラマ《老有所依》) 
 
 (215)では、江楚児(聞き手)が友人(話し手)を非難したため、友人は“不是 P 吗”を用
いて P――あなたのためである/あなたの家庭円満のためである――を江楚児に認識させ
ることで弁解を加える。同様に、(216)では母親(聞き手)が息子(話し手)に対して、なかな







































 ここまで“不是 P吗”の単文としての機能に着目してきたが、“不是 P吗”は複文及びテ
クストにおいて作用することもある80。まず話し手は“不是 P 吗”によって原因を提示し
                                                   









































なで決めたよ。]              (テレビドラマ《北京青年》) 
 
 なぜ原因節に“不是 P 吗”を使用するのだろうか。それは“不是 P 吗”によって、後続
内容の原因である P を聞き手が認識するよう働きかけ、原因、結果を順に提示することで、
聞き手が結果を理解、容認しやすいように導くためである。例えば(219)の場合、楚児の舅




























 【図 13】 “无论＋(疑問詞＋VP/VP＋疑問詞)，都＋(可以/无所谓)”の生成過程 
 
    [前節]        [後節]           [前節]         [後節] 
  疑問詞＋VP ，             疑問詞＋VP  ， 
          不是 P →   无论                都 P 
  VP＋疑問詞 ，             VP＋疑問詞  ，  (Pである) 
                                ↓ 
                                        都可以/无所谓 


















 ここまで“不是 P 吗”が各文脈の中で発揮する語用的機能について分析を行った。その
143 
 












【表 8】 中国語のモーダル・フレーム一例 
[type] 
副詞/能願動詞 P   文末助詞 
[token] 
挺       P       的 
(とても P だ) 
这件衣服挺好看的 
(この服はとてもいい) 
可      P     了/呢 
(すごく P だ) 
这个东西可贵了/呢 
(これはすごく高いよ) 
大概     P      吧 
(おそらく P だろう) 
她大概二十岁左右吧 
(彼女はおそらく２０歳くらいだろう) 
会      P      的 
(きっと P だ) 
明天他会来的 
(明日彼はきっと来るだろう) 









































                                                   












 また“不是 P 吗”における“是”や“吗”が発音されず、“不 P 吗”や“不是 P”を形成
することがあると述べたが、“是”と“吗”ともに現れないこともある。その結果、形式的






                  (テレビドラマ《结婚前规则》) 
(231)程德龙：你说说吧，组局啥意思？ 
[おい、なんで集まったんだ？] 
  周凡：没什么意思，不哥几个一块儿喝酒聊聊天呗，来。 
[特別な意味はないよ。みんなで飲んで話でもしようと思って、さあ飲


































  社長：你看，你看，你说你说的是这案子吗，这跑题了吗，这不是？ 
[ほらみろ、お前が言っているのはこの案件のことか？議題からそれて


















































































                     (叶建军 2002;金瓶梅・21・275) 
(244)老婆在帘下叫道：“房里无人，爹进来坐坐不是。” 
[(西門慶の)奥さんがカーテンの裏で「部屋に誰もいないから、入って座りなさ
















                                                   
86 袁宾(1992)は、近代中国語について“句末用“不是”也可表示祈使语气”(文末に用いる“不
是”も命令の語気を表すことができる)(袁宾 1992：236)と言及している。 





















6．4．3 “这不(是) ……”から“这不”まで 
 














                  (テレビドラマ《结婚前规则》) 










我慢してるんだ。]          (テレビドラマ《老有所依》) 
(248)江木兰：爸，叔和婶呢？ 
   [お父さん、おじさんとおばさんは？] 
江开国：他们刚走，这不是给爷爷做了千张红烧肉。 
[帰ったばかりだよ。おじいさんに千張紅焼肉に作ってくれたんだ。] 
                       (テレビドラマ《老有所依》) 










































































                                                   









































6．5 “不是……吗”とモダリティ成分の共起関係  
 





 まず“不是 P 吗”と“也”、“都”、“就”が共起する場合、これらの副詞は“不”の後ろ
に現れ、“不是(也/都/就)P 吗”、“不(也/都/就)P 吗”、“不(也/都/就)是 P 吗”を形成する。
ただし“也”、“都”、“就”が“不”の前に現れることはない。 
 
  “不是(也/都/就)P 吗” 
(255)有文化也没用，我有文化不是也被人甩了吗？ 
[勉強できても役に立たないわ。私は勉強できたって、ふられちゃったじゃない。] 
                       (テレビドラマ《北京青年》) 
(256)我不是都给你发过短信，道过歉了吗，你就别再生气了。 
[もうメールで謝ったじゃないか、これ以上怒らないでよ。]  
                       (テレビドラマ《北京青年》) 
(257)“那……您的心血不是就白费了吗？” 
[「そしたら先生の苦労は水の泡になってしまうじゃないですか。」]  
                            (毕淑敏《血玲珑》) 
 





                        (テレビドラマ《北京青年》) 
(259)你不都点了吗，行了，就按你点的吃吧。 
[もう注文したんでしょ。いいわよ、あなたが注文した物を食べましょう。]  
                      (テレビドラマ《结婚前规则》) 
(260)我直接借你全款，不就完了吗？ 
[俺が直接、お前に全額貸してやったら済むことじゃないか。] 
                      (テレビドラマ《结婚前规则》) 
 
  “不(也/都/就)是 P 吗” 
(261)嗯――你这手上的戒指，不也是他送给你的么？ 
[ん？お前の手の指輪も彼がくれたんじゃないのか？]     (曹禺《雷雨》) 
(262)这不都是为了那四个臭小子吗，咱们这四张老脸也只能是豁出去了。 
[４人のバカ息子たちのためじゃないか。我々も捨て身になるしかないよ。] 
                       (テレビドラマ《北京青年》) 
(263)我让他来干什么呀，不就是因为他现在火吗，他能吸引客户啊。 
[なんで彼を呼んだのかって？そりゃ彼が売れっ子だからだよ。客を引き付けら









  “不是还 P 吗” 
(264)不是还有志新呢吗，他和爷爷感情好，不会让爷爷吃亏的。 
[まだ志新がいるじゃないか。彼はおじいちゃんと仲が良いし、おじいちゃんに
                                                   
89 “还不是 P 吗”は一つの構文として扱われることがある。 
157 
 
良くしてくれるよ。]             (テレビドラマ《老有所依》) 
  “不还 P 吗” 
(265)这不还没到期限呢吗，别着急啊。 
[まだ期限の日になっていないじゃない。急がないで。]  
                      (テレビドラマ《结婚前规则》) 
  “不还是 P 吗” 
(266)电脑电视不还是没地方放吗？ 
[パソコン、テレビだって置く場所がないじゃない。]      (六六《蜗居》) 





そのかしたに違いない。]            (テレビドラマ《老有所依》) 
 
 しかし“还”が“不”の後ろに現れる場合と、前に現れる場合とでは、意味に違いがみ
られる。後ろに現れ“不是还 P 吗”、“不还 P 吗”、“不还是 P 吗”を形成する場合、“还”
は「追加」、「未然」など具体的意味を表すものが多く、“不是 P 吗”は“还”を含む P を
スコープにおさめる90。一方、前に現れ“还不是 P 吗”を形成する場合、“还”は話し手の
強い主観的感情、つまり(267)においては「あなたがそそのかした(あなた以外に誰がいるっ




 “不是 P 吗”と“可”が共起する場合、“可”は“不”の前に現れ“可不是 P 吗”を形
成する。“可不是吗”、“可不吗”、“可不是”、“可不”で１つの慣用句を形成することも多い。 
 
                                                   





  “可不是 P 吗” 
(268)经历这么大的事儿，他可不得缓缓么，放心吧，他一大老爷们儿，自己会调整的。
[あんな大変なことがあったんだから、ゆっくり取り戻さないと。安心して。彼
は大人の男なんだから、自分で調整できるわ。]  (テレビドラマ《老有所依》) 






ら。]                 (テレビドラマ《幸福在哪里》) 












 “不是 P 吗”と“岂”が共起する場合、“岂”も必ず“不”の前に現れ、他の位置に現
れることはない。 
 
  “岂不是 P 吗” 
(271)你劝架的都伤得那么严重，那何东哥岂不是伤得更重啊。 















 “不是 P 吗”は文末助詞と共起することもある。(273)、(275)に示すように、“不是 P
吗”は“呢”、“的”とは共起するが、“啊”、“吧”と共起して“不是 P 啊吗”や“不是 P
吧吗”を形成することはない。 
 
  “不是 P 呢吗” 
(273)你下午不还有相亲呢吗，几点啊，别耽误你正经事。 
[午後はお見合いだろう？何時から？大事なことに遅れないようにしろよ。] 
                       (テレビドラマ《北京青年》) 
(274)这不还没到期限呢吗，别着急啊。 
[まだ期限の日になっていないじゃない。急がないで。]  
                      (テレビドラマ《结婚前规则》) 
  
    “不是 P 的吗” 
(275)不好吃？这不挺好吃的吗？ 








    【表 9】 “不是 P 吗”とモダリティ成分の共起関係 
Modality Proposition Modality 
副詞 不 副詞 是 副詞 P 文末 
助詞 
吗 
 不 也 是 也 P  吗 
 不 都 是 都 P  吗 
 不 就 是 就 P  吗 
还 不 还 是 还 P  吗 
可 不  是  P  吗 
岂 不  是  P  吗 
 不  是  P 呢 吗 







6．6 第 6 章のまとめ 
 
 第 6 章では、“不是 P 吗”構文を研究対象とし、考察を行った。話し手は“不是 P 吗”
によって、確定情報 P を敢えて一度否定した上で聞き手に疑問形式で投げかけることで、




















































































出しでは、私は「列車が生んだ子供」と書かれていた。]  (余华《第七天》) 
 
 本章では、“二音節副詞＋是”が VP の直前、もしくは主語の直前に現れる場合を研究対
象とし、NP の直前に現れる場合は研究の対象外とする95。それは NP の直前に現れる“是”













 古川(1989)は、597 個の副詞と“是”の共起関係を調査し、そのうち約 300 個の副詞が
“是”を修飾できることを明らかにした。また副詞が“是”を離れて主語の前に現れるこ
とができるか否かという観点から、副詞を f1と f2に大別し、主語の前に現れることができ




  【図 14】 古川(1989)における副詞分類 
        P f1 是 Q:他其实是个时代落伍者。(老舍:古川 1989) 
     f1       [彼は実は時代の落伍者である。] 
        f1 P 是 Q:其实他是个时代落伍者。 
  F          [実は彼は時代の落伍者である。] 
        P f2 是 Q:他们全都是时代落伍者。 
     f2       [彼らはみな時代の落伍者である。] 





    总起来看，跟 f2 组副词相比，f1 修饰 VP 时，它后面出现“是”的频率要大得多，    







[全体的に、f2 グループの副詞と比べて、f1 が VP を修飾する時、その後ろに“是”が
現れる頻度が高く、制限がないかのようである。このことはさらに、“f1＋是＋QV”フ
レーズにおける“是”の有無は構造関係の変化をもたらすが、意味関係の増減変化は




































[彼がどこへ行こうとも、私はずっとついて行く。]      (董秀芳 2004) 
(282)首先是把工作做好，然后再考虑其他问题。 




















  [彼女もよい年になったが、結婚の問題はおろらく今でも解決していないだろう。] 
 这过路人咕咚咕咚把半缸水全喝了！小媳妇想：这人大概是太渴了。(汪曾祺《水母》) 




















   【表 10】 モーダルな二音節副詞と“是”の共起関係 
  副詞 是 成立 
〈断言〉 対肯定 实在 是 ○ 
的确 是 ○ 
确实 是 ○ 
明明 是 ○ 
简直 是 ○ 
无非 是 ○ 
対否定 千万 是 × 
万万 是 × 
根本 是 × 





〈推測〉 確定性 一定 是 ○ 
必定 是 ○ 
肯定 是 ○ 
想必 是 ○ 
予測性 大概 是 ○ 
大约 是 ○ 
大半 是 ○ 
也许 是 ○ 
或许 是 ○ 
兴许 是 ○ 
恐怕 是 ○ 
可能 是 ○ 
〈原因説明101〉 理解性 难怪 是 × 
无怪 是 × 
溯源性 原来 是 ○ 
敢情 是 ○ 
〈総括〉 推断性 终究 是 ○ 
终于 是 ○ 
总算 是 ○ 
排他性 反正 是 ○ 
横竖 是 ○ 
〈反語〉 难道 是 ○ 
莫非 是 ○ 
〈追究〉 到底 是 ○ 
究竟 是 ○ 
〈比喩〉 好像 是 ○ 
仿佛 是 ○ 
似乎 是 ○ 




〈意外〉 竟然 是 ○ 
居然 是 ○ 
偏偏 是 ○ 
〈僥倖〉 幸亏 是 ○ 
幸而 是 ○ 
幸好 是 ○ 
好在 是 ○ 
多亏 是 ○ 
〈逆接〉 反倒 是 ○ 
反而 是 ○ 
〈合致〉 恰好 是 ○ 
恰巧 是 ○ 
刚好 是 ○ 
正好 是 ○ 
〈願望〉 宁可 是 △ 
宁愿 是 △ 
〈妥協〉 只好 是 △ 
只得 是 × 
〈勧告〉 不妨 是 × 
无妨 是 × 
〈即決〉 干脆 是 ○ 
索性 是 ○ 
〈果然〉 果然 是 ○ 









































様を見たんだろう……」夏践石は賛嘆してやまない。]  (毕淑敏《血玲珑》) 
  “大概是” 
(285)a 繁漪：你忘记了我不是病了么？ 
      [私病気だったじゃない？忘れてしまったの？] 
周冲：对了，您原谅我。我，我――怎么这屋子这样热？ 
     [そうでしたね。お許しください。私、私――どうしてこの部屋はこん
なに暑いのですか？] 
   繁漪：大概是窗户没有开。 






                             (曹禺《雷雨》) 
 





























                                          (《现代汉语词典》第 6版) 
(288)a 他没回答我，想必是没听见我的话。 
[彼が私の質問に答えてくれなかったのは、きっと私の話が聞こえなかったか
らだろう。]                  (《现代汉语词典》第 6版) 
(289)a 他这几天没来，大约是参加会议去了。 
[彼がここ２、３日来ていないのは、たぶん会議に出席しているのだろう。] 
                          (小学館『日中辞典』) 
(290)a 这孩子直哭，大半是饿了。 
[この子がずっと泣いているのは、たぶんお腹が空いたのだろう。] 
                          (小学館『日中辞典』) 
(291)a 他没来，或许是病了。 
[彼が来ていないのは、もしかすると病気になったからかもしれない。] 
                        (《现代汉语词典》第 6版) 
 




















































ているからだろう、彼ら５人は手の甲で涙を拭いた。]   (余华《第七天》) 











れない。]                        (余华《活着》) 
 
 (292)a～(295)a では、二音節副詞が“是”を伴っている104。この文脈において“是”を




















[ 結果 ]，副詞＋是＋[ 原因 ] 








                                                   (《现代汉语八百词》) 
(297)我一直没去龙二家是怕自己心里发酸，我两脚一落地就住在那幢屋子里了，如今
那屋子是龙二的家，你想想我心里是什么滋味。 























































(298)a 他是新调来的，   难怪大家都不认识他 
      [原因]            [結果] 
(299)a 我说夜里怎么这么冷，原来是下雪了 









ったのか。]             (テレビドラマ《婚姻保卫战》) 
 
                                                   

























































                           (毕淑敏《血玲珑》) 











  “确实是” 
(305)a 真的。按说，这么要害的事是不会忘记的，但我确实是忘了。 
[本当なんだ。普通なら、こんなに重要なことを忘れるはずないが、私は本当に


































































私のことを罵るんでしょう」と言った。]            (毕淑敏《血玲珑》) 
(310)a 我的话无非是给你提个醒，听不听就在你自己了。 
[私の話はあなたに注意喚起しただけだよ。聞くかどうかはあなた次第だ。] 
                          (《现代汉语八百词》) 
 
































の壁新聞を一体書いたかどうか、貼ったかどうかを見に行くこともなかった。]                            
                            (BCC) 








                                 (CCL) 
(314)a 梁大牙皱皱眉头，问韩秋云：“你说呢，咱们到底是去走南还是去闯北？” 
[梁大牙は眉をひそめて、韓秋雲に尋ねた。「俺達は一体、南へ行くのか、そ
れとも北へ行くのか？」]                     (BCC) 
 
































カしているのかも分からなくなる。]           (余华《第七天》) 
(315)b ＊我的这个新家庭经常是吵架，哥哥和嫂子吵架，姐姐和姐夫吵架，我生母和
我生父吵架，有时候全家吵架，混乱的情景让我分不清谁和谁在吵架。 






























































                             (余华《活着》) 
(321)龙二和沈先生不一样，沈先生是只赢不输，龙二是赌注小常输，赌注大就没见他
                                                   
112 「状況」を表す“是”構文については刘月华等(2001:681)において指摘されている。 
  表示情况: 
  看来,张女士是既事业有成,又家庭美满。 





















(322)b ＊总他不知道。                             (大河内 1975) 
(323)a 他总是不知道。 







































































  [私は本当に知らない。]                     (作例) 













応しあうことで“不是 P 是 Q”を形成するためではないかとも考えられる。しかし、その


























[まさかあなたは知らないのか？]                 (作例) 
(330)b 你难道不知道吗？ 






















































とっくに廃品回収所に行っているよ。」]        (毕淑敏《血玲珑》) 
 


























  【図 15】 “幸亏是找这一台”の認識過程 
           ・機械 A を探す 
           ・機械 B を探す 
     要是                   機械は見つからない 
               ・機械 C を探す 
           ・機械 D を探す 


























































                            (《现代汉语词典》第 6版) 
(338)b ＊这种办法没有用过，不妨是试试。 
(339)a 有意见无妨直说。 


















  【表 11】 副詞“千万”、“万万”、“根本”の特徴 
「否定的断言」の副詞 文のタイプ 肯定/否定 
“千万” 命令文 肯定・否定 
“万万” 命令文・陳述文 否定 





  【否定の命令文】 
(340)a 你千万不要露面。 




[このことをどうか心に刻んでおいてください。]   (《现代汉语八百词》) 











  【否定の命令文】 
(342)a 万万不可掉以轻心。 






































      [向遠は手紙をよこしたか？] 
  田麦秋：(首を横にふる) 
 陆成：他应该是不大方便写信吧。 
         [あいつはおそらく手紙書きにくいんだろう。] 
    田麦秋：不方便，怎么就不方便了，四个月还写不了一封信吗？ 
         [書きにくい？どうして書きにくいの？４ヶ月も経つのに一通の手紙  




        [分かったわ。１日でも 10 枚くらい必要なんだから、これでもそんな









  「義務」の用法 
(347)a 我们应该爱护公共财产。 




  [彼は一昨日出発しているから、今日はもう着いているはずだ。] 













の品詞である。それは分布上、両者ともに VP の前に現れ、意味上、VP を修飾するという
共通点を持つためである。そのため、頻繁に〈推測〉の二音節副詞の直後に現れる“是”
は、〈推測〉の能願動詞“应该”の直後にも表れ、“应该是”を形成するのである。 


























  [彼はおそらく来ないだろう。]                  (作例) 
(351)b 他估计是不会来。 












































































































 第 6 章では、“不是……吗”構文について考察を行った。話し手は“不是 P 吗”によっ
て、確定情報 P を敢えて一度否定した上で聞き手に疑問形式で投げかけることで、聞き手
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